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【手続補正書】
【提出日】平成29年11月16日(2017.11.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体ディスペンサと光学センサとを含む流体ディスペンシングシステムの較正方法であ
って、
　（ｉ）前記光学センサを用いて外部参照点の位置を得る工程と、
　（ｉｉ）前記流体ディスペンサを前記外部参照点まで移動させる工程と、
　（ｉｉｉ）前記流体ディスペンサで前記外部参照点に流体を投与する工程と、
　（ｉｖ）前記光学センサを用いて投与された流体の位置を得る工程と、
　（ｖ）前記外部参照点の位置と前記投与された流体の位置との間の距離を計算する工程
と、
　（ｖｉ）少なくとも部分的に計算された距離に基づいて訂正値を決定する工程と、
　（ｖｉｉ）前記訂正値を用いて投与される流体の載置精度を改良する工程と、
を備えたことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記外部参照点は、タイル上に位置決めされており、
　前記タイルは、少なくとも１つの追加の外部参照点を含んでおり、
　前記工程（ｉ）乃至（ｖｉｉ）は、前記少なくとも１つの追加の外部参照点のためにも
実施され、
　訂正値を決定する工程は、少なくとも部分的に、前記外部参照点の各々に対応する計算
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された距離を平均化することによって得られる値に基づく
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記タイルは、少なくとも８個の外部参照点を有している
ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記外部参照点及び前記投与された流体の各々は、重心を有しており、
　距離を計算する前記工程は、更に、前記外部参照点の重心及び前記投与された流体の重
心の間の距離を計算する工程を含んでいる
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記投与される流体は、更に、当該流体の一滴を含んでいる
ことを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記工程（ｉ）乃至（ｖｉｉ）は、制御部によって自動的に実施される
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記工程（ｉ）乃至（ｖｉｉ）を、少なくとも１回繰り返す工程
を更に備えたことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記計算された距離が上限値より小さくなるまで、前記工程（ｉ）乃至（ｖｉｉ）を繰
り返す工程
を更に備えたことを特徴とする請求項７に記載の方法。
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